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科学技術振興機構（JST） 社会技術研究開発センター（ＲＩＳＴＥＸ）

が推進する社会技術研究開発事業
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公募概要

 社会技術研究開発は、現存する社会問題の解決や将来起こり得る社会問題への対処などを

通して、新たな社会的・公共的価値の創出を目指す事業です。社会問題に関係するさまざ

まな関与者と研究者が協働するためのネットワークを構築し、競争的環境下で自然科学と

人文・社会科学の知識を活用した研究開発を推進します。

 公募プログラム
1. SDGsの達成に向けた共創的研究開発プログラム（社会的孤立・孤独の予防と多様な社会的ネット

ワークの構築） 応募数：34件  採択数：研究開発プロジェクト 3件

2. 科学技術の倫理的･法制度的･社会的課題(ELSI)への包括的実践 研究開発プログラム
応募数：38件  採択数：研究開発プロジェクト 3件、プロジェクト企画調査 3件

3. SDGsの達成に向けた共創的研究開発プログラム（シナリオ創出フェーズ・ソリューション創出
フェーズ） 応募数：69件  シナリオ創出フェーズ ３件、ソリューション創出フェーズ 3件

 募集期間：２０２３年４月６日（木）～６月７日（水）正午

 募集締め切り後、プログラム総括、プログラム総括補佐およびプログラムアドバイザーが

書類選考と面接選考による事前評価を実施し、採択プロジェクトを決定
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プログラムの目標

【審査ポイント】

今回の公募において、
社会的孤立・孤独を生
まない社会的仕組みを
創るという、抜本的な
予防としての一次予防
（中長期的にはゼロ次
予防に向かうものとし
て）を強調しました。
社会的孤立・孤独の個
人的なリスクのみなら
ず、社会の集合的な帰
結に対する取り組みや、
世代や属性に共通する
要因に着目した、横断
的なアプローチも重視
しました。
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研究開発対象

① 社会的孤立・孤独メカニズム理解と、社会的孤立・孤独を生まない新たな社会像

の描出
• 人や集団の行動、心理、社会的背景の検証から、どのようなメカニズムによって社会的

孤立・孤独が生じるのか、社会的孤立・孤独の状況にある人々の視点も考慮した社会の

在り方を分析します。その結果を基に、予防すべき社会的孤立・孤独を明確にするとと

もに、社会的孤立・孤独を生まない新たな社会像を描出します。

② 社会的孤立・孤独リスクの可視化と評価手法（指標など）の開発
• ①で描いた社会像の実現に向け、まず人や集団が社会的孤立・孤独に陥るリスクを早期

にとらえるための可視化や評価手法（指標など）を研究開発します。

③ 社会的孤立・孤独を予防する社会的仕組み
• 社会的孤立・孤独を予防する社会的仕組み（予防施策）を開発し、②で開発した社会的

孤立・孤独リスクの可視化・評価手法（指標など）も活用した評価・実証を、国内の特

定地域や、学校、職場、コミュニティーなどを対象に行います。
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評価者

氏名 所属・役職

プログラム総括 浦 光博 追手門学院大学 教授／広島大学 名誉教授

プログラム
アドバイザー

有末 賢 亜細亜大学 都市創造学部 教授

石井 光太 作家

稲葉 陽二 元 日本大学 法学部 教授

宇佐川 邦子 ㈱リクルート ジョブズリサーチセンター センター長

岸 恵美子 東邦大学 大学院看護学研究科 研究科長／教授

工藤 啓 認定特定非営利活動法人育て上げネット 理事長

佐藤 嘉倫 京都先端科学大学 人文学部 学部長、教授

平田 オリザ 芸術文化観光専門職大学 学長

藤原 佳典 東京都健康長寿医療センター研究所 副所長

遊間 和子 ㈱国際社会経済研究所 調査研究部 主幹研究員
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2023年度 公募申請プロセスと結果

1. SDGsの達成に向けた共創的研究開発プログラム（社会的孤立・孤独の予防と多様な社会的
ネットワークの構築） 3件

2.募集期間：２０２３年４月６日（木）～６月７日（水）正午 ※ 6/7 11:00提出

3.応 募 数：３４件  面接数：１０件  採択数：研究開発プロジェクト ３件
※ 8/7 第一次面談、8/25 総括面談  9/29 採択結果プレス発表

4.研究開発期間：2023年10月1日から2027年3月31日まで（3年6ヶ月間）

5.研究開発費：1,900万円/年（直接経費）程度上限

課題名 研究代表者

孤立・孤独予防に資する近隣社会環境の多様性の
可視化による戦略的プレイスメイキング

内平 隆之
（兵庫県立大学 地域創造機構 教授）

AYA世代がん患者の孤立・孤独を先制的に一次予
防するフィジカル空間とサイバー空間を融合させ
たネットワーク介入の開発

藤森 麻衣子
（国立がん研究センター がん対策研究所 サバイ
バーシップ研究部 室長）

サービス・モビリティと多形態コミュニティの繋
がりによる社会的孤立・孤独予防モデル

米澤 拓郎
（名古屋大学 大学院工学研究科 准教授）
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新規採択プロジェクト概要（１/２）

概要 研究開発への参画・協力機関

 多様性への理解が進み、画一的な価値観を強いられない社会の実
現が目指される一方で、１）少子高齢化に伴う地方交通網の衰退
による物理空間の移動性の低下と、２）情報過多社会ゆえの、
フィルターバブル（好みの情報が自動選別され、似た意見や関心
に狭まる現象）と選択的接触の影響により、個人の興味・思考が
固定化されるという情報空間の移動性の低下が懸念される。近年
ではメタバースなど、物理的な移動の必要がない新たなコミュニ
ティーの形態も期待されるが、そこへの接触機会や興味がなけれ
ば、人々が頼れる居場所を増やすことは難しい。少数の限られた
コミュニティーにのみ依存し、そこに留まってしまうのならば、
誰しも潜在的に社会的孤立・孤独の予備軍であるとも考えられる。

 本プロジェクトではこれらの問題に対し、情報技術やモビリティ
技術をツールとして活用し、時間・空間的な制約に縛られず、偶
発的な出会いと愛着を誘引する孤立・孤独を生まない新たな社会
像を描き、その実現を目指す。

名古屋大学
東京大学
慶應義塾大学

［協力機関］
インターネットＩＴＳ協議会
大磯地方創生事業推進コン
ソーシアム

神奈川県大磯町
星槎大学
慶應義塾大学 ＳＦＣ研究所
地域ＩｏＴ

情報力研究コンソーシアム
慶應義塾大学 ＳＦＣ研究所
健康情報コンソーシアム

Ｔａｏ Ｈａｕｓ など
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新規採択プロジェクト概要 （2/2）

概要 研究開発への参画・協力機関

 まず、孤立・孤独のメカニズム理解として、新たな情報やコミュ
ニティーに対する人々の接触機会および参与姿勢を主観・客観的
なデータの収集・分析により測り、孤立・孤独感尺度との関係性
を明らかにするとともに、その孤立・孤独のリスク指標化と可視
化を試みる。さらにこの理解に基づき、偶発的な出会いと愛着を
誘引するため、「ポータル」としてオンライン・オフラインの多
形態のコミュニティーへと接続することが可能な１）地域の住民
が集える「場」と、２）地域を巡るサービス・モビリティ（移動
販売車、移動図書館、移動健診車など）を活用した孤立・孤独予
防モデルを構築し、大磯町において実証を行う。

 本プロジェクトを通して、「多様なつながりを絶えず増やしてい
くことが、個人の人生や地域のレジリエンス向上に必要である」
という意識を住民、企業、行政、専門家、支援団体など全員が共
有し、それを支援することで、地域全体に社会的孤立・孤独の一
次予防的機能を内包することを図る。
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研究開発の主なスケジュール
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採択時のコメント（課題） 1/3

 仮想空間と現実空間それぞれにおけるコミュニティをつなげ、フィルタバブルを除去しつ
つ個人間の関係流動性を高め、かつ「場」と「移動型サービス」を活用したハイブリッド
な共生インタラクション基盤を醸成するという試みはオリジナリティがあると考えます。
また、特定の層ではなく、非都市部の多様な住民を対象として、接触情報及び興味の質・
量と孤立・孤独リスクとの関係性分析と可視化を行うことは、一次予防からさらにはゼロ
次予防まで視野に入った提案であり、本プログラム目標への貢献、意義・ビジョンともに
評価できます。文理、産官学と多様な研究者が参画しており、実施体制も整備されていま
す。

 一方、大磯町という限定的な地域での試みをどのように他地域に展開していくのか、「つ
ながる」コミュニティをどのようにデザインしていくのか、単なる居場所であればすでに
多くの自治体で工夫されているので、「サポートを交換」しあえる関係をどのように築く
か、ビジョンが必ずしも明確ではありません。また、このような取り組みに興味関心を持
たなかったり、アクセス手段に乏しかったりして孤立・孤独リスクが高いような人々をど
のように包摂するのかについて、踏み込んだ検討が必要と思われます。
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採択コメント 2/3

 研究開発開始にあたっては、以下の点を検討の上、総括面談における議論を踏ま

えた計画の作成を求めます。

 なぜ大磯町なのかについて、大磯町の特性を明らかにし、全国の自治体の中でどのよう

な位置づけにあるのかを分析し、課題設定とのつながりを明確化してください。

 大磯町という限定的な地域での試みをどのように他地域に展開していくのか、住民の意

識の高い難しい地域での試みが成功すれば横展開は容易であるとの説明がありましたが、

さらに明確化して説得力をもって示してください。また、他の自治体との協働の可能性

についても検討してください。

 名古屋大学の研究者が大磯町とどのように継続的に関わっていくのか、また、関わらな

いとすればプロジェクトの実施期間終了後、どのように取り組みの持続可能性を担保す

るのか、見通しを示してください。
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採択コメント 3/3

 コミュニティ活動に積極的な参加者のデータだけにならないようにすることや、コミュ

ニティから零れ落ちてしまっている層へのアプローチについて検討してください。

 各種の調査結果をどのように活用して次のステップにつなげるのかを、さらに明確に示

してください。

 移動型サービスをモバイル、スマホだけでなく、自動車など、実際の交通機関との関係

で人がどう動くか、コミュニティがどうつくられるかといった視点も取り入れることの

可能性について検討してください。

 プライドが高いと思われる定年後男性の社会参加を促し、社会・コミュニティ活性化の

支援者として活動してもらえる仕組みをつくるなど、ターゲットと取り組みのゴールの

設定を絞ることについて検討してください。

 メタバース（仮想空間）を通じたサービスが実際にどれだけ使われるか、利用可能性や

有効性について検討してください。
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サービス・モビリティと多形態コミュニティの繋がりによる
社会的孤立・孤独予防モデル

修正
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「社会的孤立」の定義

 一般に「孤立」は客観的概念で「社会（コミュニティ）とのつながりのない/少ない状

態」といわれている。本研究では予防の観点から、孤独に陥る可能性のある状態を、「帰

属するコミュニティの数が少なく限られ、増えない」状態、かつ、「帰属するコミュニ

ティとのつながりが徐々に薄まっていく」状態であると、捉える。

 前者を解消するには自身の思考・行動の枠を広げ、新たな出会いに対してオープンな姿勢

を持つことが重要である。

 また、後者を解消するためには所属コミュニティとのコミュニケーション機会を保つこと

が重要である。

 つまり、自身と多様なコミュニティとがネットワークを形成すると捉えると、リンクを増

やすことと、リンクがきれないようにする（太く保つ）こと、この両方が同時に満たされ

る状況が望ましいと考える。
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「社会的孤立」の定義

 一般に「孤独」は主観的概念で「ひとりぼっちと感じる精神的な状態」といわれている。

当然、孤立は孤独を高める可能性が高いが、孤立していないことが、孤独ではないことの

十分条件ではない。複数のコミュニティへ帰属していたとしても、それらが自身の悩みを

相談できたり、不安をわかちあえるようなコミュニティでなければ、孤独は募っていく。

 すなわち、前述のつながりのネットワークを考えると、いまの自分が頼れるノード（コ

ミュニティ）へのリンクがはられているか、が重要であるといえる。一方で、本研究では

予防の観点から、孤立に陥る可能性のある状態を、「自分が帰属するコミュニティの多様

性が低い」状態であると、捉える。

 なぜなら、人が孤独に陥る状況は、自身の予期せぬ状況変化や想像以上の環境変化（例：

自然災害での被災、愛する人との死別、リストラ、妊娠・出産等）が引き金となる場合が

珍しくない。予期せぬ様々な状況でも頼ることができる可能性高めるためには、多様なコ

ミュニティとのつながりをつくっておくことが望ましいと考える。
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